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文論
障害乳幼児の早期教育にたずさわる
　　　スタッフの養成プログラム
中谷陽子
1．はじめに
　障害乳幼児に対する早期対応の実践が，アメリカを中心に1970年前後に次
々と試みられるようになった背景には，1960年代，アメリカではこれに関す
る法律の制定があり，その立法措置に沿って着々と早期教育の工夫とプログ
ラム作りが進められていったのである。アメリカ国内での広がりと深まりは
勿論であるが，次いで世界の主だった国々でも，その取り組みが認められる。
イギリスやドイツ，オーストラリアなどと同様に，日本にもその影響は大き
く及ぼされたのであるが，日本の場合，主だった研究機関や臨床機関の積極
的な活動に負うところが多く，法的に裏づけされ，安定感に支えられた諸研
究に比べると，大きな苦労の中での前進であったといえる。
　本稿でテーマにしている“専門家養成”についてみても，その特徴があら
われてきている。アメリカでは，障害乳幼児が自らの難題を乗り越えていく
ための援助者として，多くの専門家の養成に早くから力を入れ，助成金制度
を設けてプロジェクトを支えてきた。つまり，養成機関が数多くあり，そこ
で訓練をうけ，自らを鍛えた臨床家や教育者が自分の活動地域へもどり，さ
らに多くの後輩・同僚のスーパーバイザーとして，療育活動のエネルギー源
となって仕事をしている様子は，真に，本来あるべき姿だと感じいったので
ある。
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　わが国では，障害の発生を未然に防ぐための地味な研究や活動が続けられ
る一方で，障害乳幼児のために先駆的な人々や地域の研究と努力が実り，多
くの療育プログラムが着実な歩みを見せている。特に近年，　“乳幼児保育”
の分野でも，積極的に早期療育の一端を負おうとする認識が，急速に明確に
なってきている。通園施設の充実ばかりでなく，幼稚園・保育所が障害児の
受け入れを当然のことと考えるようになり，さらに健常な乳幼児との生活が，
障害克服の上で有意義な結果をもたらすようにと，生活のしかた，保育のす
すめ方を研究・工夫する保育施設が増えてきたのである。
　当然のことながら，このような保育実践を軌道に乗せるためには，障害児
の療育に対応のできる専門家が求められ，今その養成が急務となってきてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼロるのである。今必要とされる養成機関は，そこで0から人を育てるよりも，
すでに保育実践を経て課題意識のある人材を集め，相互研究しながらより高
いレベルをめざし，その収穫を現場に環元できる仕組みが適当かと思われる。
　この小論は，アメリカ・テキサス大学内に設置されたスタッフ養成プログ
ラムに参加した経験を中心に，今求められている障害乳幼児への早期対応の
あり方を考察したものである。
H．スタッフ養成プログラム
　1970年代，アメリカ合衆国障害児教育局の養成部門の研究基金を得て発足
した，スタッフ養成プログラムであり，テキサス大学教育学部特殊教育学科
に配置されたものである。本稿で紹介する資料は，1971～1973年，1978年に
私自身が在籍して，うけた訓練を参照している。
　プログラムの実際は，学齢前の子ども（障害児）のデモンストレーション
用のクラスを運営する形式をとっており，そこには「障害乳幼児のためのモ
デル教育を実践する」旨が明らかにされている。
1．　プログラムの目的
この養成プログラムは，限られた期間の中で，必ずしも一様でない経歴と
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目的を持った人達を養成し，その効果を明らかにするために，次の3点にそ
の目的をおいている一障害乳幼児の理解と教育の具体的方向づけ，実践の
場としての障害乳幼児教育のモデルクラスの開設，そして両親教育である。
さらに詳しく箇条書にするならば：
　（a）多くのスタッフ（後述）を訓練するためにふさわしい場面を組織する
　　　こと
　（b）種々の障害を持つ乳幼児のために，障害乳幼児教育のモデル・クラス
　　　を開設し，その身体的・知的・情緒的・社会的発達をすすめ，さらに
　　　自律の学習をするための援助をすること
　（c）障害乳幼児に対する家庭教育のために，教育的アドバイスやサービス
　　　をひろげること
　（d）家庭とスクール，そして地域社会の連携を把握しやすいように，両親
　　教育のプログラムをすすめること
　（e）乳幼児の発達を援助するために，両親が実施できるカリキュラムや教
　　材の開発をすること
以上のようになる。
　2．　スタッフ
　プログラムに参加するスタッフには，指導者とそれをうける立場の者の双
方があり，両者が組んで障害乳幼児のモデル教育を展開させていく仕組みに
なっている。人的構成は次の通りである：
　指導者一テキサス大学特殊教育学部のスタッフが中心で，プロジェクト
　　　　　やプログラミングの指導者，訓練の専門家（養成プログラム進
　　　　　行上の責任者），行政管理責任者，TV・フイルムの専門家
　特別研究員一研究助成金を得ているもの。テキサス大学在籍の大学院生
　　　　　　　が多い。
　助手一有給の教育助手で，クラス内の仕事をする。
　一般研究員や学生一訓練をうけるために他機関から派遣された人や研究
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　　　　　　　　　を希望する個人，臨床授業の単位を取得する学生
ボランティアー障害乳幼児に関心があって，そのために何か役に立つこ
　　　　　　　とをしたいと希望する人
　3．障害乳幼児のモデルクラスの内容
①入級できる対象児・
　障害のある子ども。年齢は2～7歳。障害の種類は，聴覚障害・肢体不自
由・学習障害・視覚障害・精神遅滞・情緒障害・言語障害・その他などとな
っている。
②クラスは，いつ開かれるか
　研究のためのモデルクラスは，1日に2班用意され，午前の部は午前9時
から11時30分まで，月～金曜日の5日間，午後の部は，1～3時まで，月～
木曜日まで4日間である。
　また1年を通じて，テキサス大学の年間予定に準じて運営がなされる。
③保育の内容
　保育は個々の障害児の要求を満たすものでなければならない。障害を持ち
ながらも，対象児は最も発達の旺盛な時期をすごすために，スタッフは保育
計画の吟味に多大の力を注ぐ。個々の要求と発達レベルを明らかにし，次に
個別のプログラムを作成し，それに沿って日々の保育をすすめながら常に評
価と検討を行なっていく。
　保育内容には以下に揚げるものが盛りこまれるようになっているが，同時
に，障害の状態を軸にした“保育の方法”が特に細かく検討され，実施・評
価されている。具体的には各週の定例会議に加えて，毎日小規模事例会議を
ひらいて，見直しをし，見落しや怠りのないように気をつけている。
　保育内容をあげると：
　認識の発達………概念を組みたてる・試みる・質問をする・答えを見つけ
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　　　　　　　　る・感覚知覚を鋭敏にし，問題解決能力を高める
　言語………会話・劇あそび・聞く・お話をきく
　身体発達………登る・走る・引っぱる・おす・スキップする・とぶ・片足
　　　　　　　とびをする
　創造活動………絵をかく・粘土あそび・音楽・おはなし・劇あそび
社会性の発達………構成あそび・お家ごっこ・砂場あそび・友達あそび・
　　　　　　　　　分けっこ・想像あそび
　情緒の発達………自己認識を確かにする・制限の受容・自己信頼・自信・
　　　　　　　　自分のイメージをのばす
　自立………自分で食事ができるよう工夫，努力する・衣類の着脱ができる
　　　　　と，自分の要求を自分で何とか足らそうとするように成長する
　クラスの子どもは，個人指導を基盤に集団保育を経験していくが，春期ご
とに，各人に個別の指導計画を作成するために，十分にその発達レベル及び
必要な留意点が検討される。
④おやつ
　毎日少々のおやつが用意される。朝は10時15分，午後は1時45分。主に牛
乳・果汁・果物（生や缶詰〉・クッキーやクラッカー・季節の生野菜，ジエロ，
プディング，リンゴソースなど。おやつは“経験学習”の大切な時間である。
⑤健康対策
　風邪ひきをはじめとして，ごく一般的な病気やその他の身体の不調には注
意し，その時は休むこと。そのためにも，眼やのどの赤み，おできや湿疹の
視診を日課としている。入級前に健康診断と予防接種をすませること。また
登園後の急な発病に備え，緊急連絡法を明らかにすること。
⑥　両親への諸注意
●いつでもクラスを訪間してよい
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●クラスの中で一緒に活動することを希望する時は，その場面が用意される
●登園の際には，健康チェック等申し送りのため，無断で子どもを置いて去
　ることのないように
●降園時には，所定の時刻に必ず迎えに来るように
●検討の会議がしばしば開かれるので，親として十分に質問をして欲しい
●親全員に，必要に応じてグループ会議が開かれる
●必要があれば家庭訪間が行われる
●特別研究員をリーダーにした小グループの集会が定期的に行われる
⑦テストの施行（親へのことわり〉
　子どもの個別指導計画をたてるために，数種のテストを実施する必要があ
る。また全体計画の進み方を評価するために，必要なテストを実施すること
もある。テストはクラスに関わっている指導者や特別研究員が行ない，その
結果は，定例の集会で親と話し合う方針である。
⑧日課（保育時間）
〈午後の部〉
冒由あそび，芸術的活動　1：00～1：30
運動あそび　　　　　　　1：30～1：45
おやつとトイレ　　　　　1：45～2：00
休息　　　　2：00～2：10
小グループの認識あそび　2：10～2：20
個別のことば指導　　　　2：20～2：30
　　戸外あそび（粗大運動活動）2：30～3：00
降　園　　　　　　　　3：00
〈午前の部＞
8：50～9：00　視診，あいさつ
9：00～9：45　宵由あそび（選択〉
9：45～10：00手あらい，トイレ
10：00～10：15おやつ（グループ活動）
1 ：15～10：30　おはなし
1 ：30～10：45休息
1 ：45～11：00音楽
11：00～11：30　舜あそび・降園
※1　個別指導：芸術あそび，手を使う玩具，構成玩具，人形あそび
※2　個別指導：水あそび，木工あそび，砂あそび，身体活動（走る，跳ぶ，登る，
　　　　　　車つき玩具）
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　4．　指導計画の作成と検討
　障害乳幼児教育の基本は，何よりも“療育プログラムの研究”におかれて
いる。そこでは年齢も発達程度も，障害の種類や程度も異なる乳幼児の発達
を援助する立場から，まず個々の事例にふさわしいカリキュラムの作成に努
め，さらにそれを家庭での親の活動に適応させる工夫がなされている。
　本養成プログラムでは，前もって作成された週（月～金）の計画と日課と
を重ねて保育実践に移し，さらに毎日昼休みにひらく小事例会議で，反省と
計画の補足を行なう。計画の実際は，概念活動（concept　activities）と諸活動
（芸術活動，絵本やはなし，音楽，おやつ，戸外あそび等）の2大柱によっ
て作られ，それぞれの活動に月～金曜日にわたって，具体的あそびが目標に
合うように組まれる。またその活動責任者も決められ，各々が十分にその準
備研究をする。
く実例：週のプログラム〉
　週のねらい一「安全」を日々の概念活動に編成する
　　　月曜日………（評価の日）
　　　火　　………安全なものと危険なものを学習
　　　水………警察官がクラスにやってくる
　　　木　　………交通信号機を丸く描かれた色で学習
　　　金………交通のルールを知る
＜実践例：木曜日のプログラム＞
　概念一色づけした円を使って交通信号を学習する（担当Beth）
　芸術一信号機を作るため，赤緑黄の円を色ぬりする（担当Joni）
　物語一（担当Bob）
　音楽一リズム棒とレコードで“Stop　and　Go”（担当Bob）
　スナックー誕生日ケーキ（Beth　Whiteの）とミルク（担当Beth）
　戸外あそび一赤い色・緑の色（担当Beth）
保育内容と並んで保育方法は障害児教育の重要な課題である。そのポイン
トは，指導計画の“個別化”である。一日のスケジュールの中でも自由あそ
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びや戸外あそびは，友達との交流を大切にしながらも，同時に個々の指導に
取り組むことのできる活動である。モデルクラスでは，子ども達に個別にま
たは少人数のグループごとに担当者が配置され，事前に作成された指導計画
が全スタッフに配られるが，これは理想の人的配置であるというよりも，養
成プログラムの中で障害児教育は個別教育を基礎にした集団保育であるとい
うことを徹底して示したいという意味である。
　概念学習，ことばの学習・自由あそびなど個別指導の方法を探るために，
スタッフは発達や障害についての研究を特に注意深く続けていることを特記
したい。
　5．　保育教材
研究基金は，本養成プロジェクトが運営するモデルクラスで使われる教材
のために，多くの予算をあてたことが考えられる。
　保育室は既存の部屋を利用しており，記録と中継用のテレビ装置とピアノ
以外は，教具・遊具・テスト道具・文房具など小型で，移動の自由なものが
多い。教材倉庫が別に設けられており，そこには旺盛な研究活動に十分にこ
たえられるだけの諸教材が用意されている。
　その他にこのプロジェクトの“愛情豊かな”特性をうかがわせるものとし
て，様々な工夫の教材が存在することを記したい。一つは，父親達の週末大
工の結晶である木上の家（ツリーハウス〉，スタッフが総がかりで作った乗っ
て遊ぶ大型動物，また我子の必要にあわせて母親が試案した，肢体不自由児
のための姿勢保持のための台車（皆で試作する）など，どれをとっても障害
児の体と心を豊かにひらくものを周囲の大人が喜んで作っている。また家庭
にあって，親が子どもに教育的に関わる際の教材を，“教材資料集”として
印刷し，そのどれもが日常生活の中から見つけて，しかもどのように遊んだ
らよいか助言指導しているが，それらはすべて手製である。
　この教材の選択法にもうかがわれるように，障害乳幼児への関わりはあく
までも親をはじめとした周囲の人間のチームプレーによるものである。そし
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て障害児一人ひとりの人格と特性が尊重されて指導計画が練られ，実践され
るが，特に親にもスタッフの重要な一人としてその役割を期待している。
　6．両親へのかかわり
　この養成プログラムの中で大切な一分野を占めるものは，両親への関わり
である。その方法と内容は次にのべる通りである。
●養成の専門家から，親の役割について直接ガイダンスを受ける
●T　V画面を通じて，別室のわが子を含む保育場面を観察しながら助言指導
　を受ける
●親同士のグループ討議に参加して，役割を自覚し，交流を経験する
●発行される週報や長い休暇前に出される小冊子※を読み，自発的関わりの
　意義と実際を理解していく
●週末や休暇に子どもと共に自律の生活を営み，親のあり方を明確に自覚し
　体得する
　また家庭生活と深い関わりを持つ“おもちゃ”についても，養成プロジェ
クトは多くのことを親に伝える。おもちゃを選び与える際の助言・知識をま
とめて提供し，責任ある自覚を親の中に芽ばえさせる。具体的に示すと：お
もちゃは年問を通じて子どもの発達を判断しながら選ぶこと・プレゼントす
る（される）際の心がまえ・おもちゃライブラリーの利用・手づくりおもち
ゃのすすめ・すぐれた魅力と効果を持つ所謂おもちゃ以外の品物の発見と利
用・病気時のあそびへの助言　　などをわかりやすく示して，多忙の親を子
どもに近づけている。
※小冊子PATHのこと一Parents　Are　Teachers　at　Home（PATH）は，家
　庭に多くの語りかけをする。研究基金によって運営されるモデルクラスの
　存続には，5年問の期限があるが，その間に入級できる障害乳幼児達にこ
　のプロジェクトの存在を広く伝え，またPATHを読むことによって多くの
　刺激が親や家庭に送りこまれることを目的としている。
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例えばクリスマス直前号には，クリスマスの楽しい造形あそびと準備
　や親と子のクリスマス料理の手引き，贈り物（おもちゃ）選びの助言
　などが詳しく記載されている。
　このような小冊子を質の高い・内容豊かでしかも親しみやすい形式で常
に発刊していく作業も，スタッフ養成プログラムの一部になっている。
皿．考　　察
　テキサス大学の特殊教育部門に研究留学が決った当時，私はある小児科医
院の子ども相談室で，臨床心理を自分の専門分野と志しながら仕事をしてい
たのである。又同時に，障害児の地域ケアーの進歩的リーダーの計画を，夢
のような事態だと感服しながら聞いてもいたのであるが，何よりも自分の専
門性の貧しさに苦しんでいた矢先であった。
　このスタッフ養成プログラムで訓練をうけてから，もうかなりの年月が経
過してきたが，現在でもその教えは私の中セ新鮮である。それは，障害乳幼
児の理解のしかたと療育の本質についての基礎的なトレーニングがその人間
の心身の中に深くもぐりこんで，（大げさな表現になるが），終生エネルギー
源となっていることを物語っているからである。
　当時の日本の早期療育は，まだ不十分そのものであった。が，現在，アメ
リカ等進歩的な国々のレベルに急速に追いついてきている。しかし，だから
こそ障害児への早期対応の実際には，様々な苦しい課題が生じてきてしまう
ともいえる。
　障害の早期発見に伴う早期対応の実際に，最も必要とされる専門性豊かな
人材，また教育現場でますます広がる統合教育に関しても，障害児理解に実
力のあるスタッフが今後さらに求められるのは確かである。しかし，その養
成コースは決して十分であるとはいえず，障害児教育対策の大きな課題にな
るといえよう。
　スタッフ養成プロジェクトが果たした役割は大きく，その効果が及んだす
そ野は広い　　それぞれの地域や機関での主たる人材の養成は勿論，地域ご
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との身近かな養成システムの設置，親教育の進展，各種研究や地域ケアーを
通しての啓蒙など，それらはまさに，現在の日本が目の前に抱えている課題
である。
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